
　エルデでご購入いただいた靴をいつも快適にお使い頂く
ために、細かい部分まで修理させて頂いています。
　正しい歩行のためにも、健康な足を保つためにも、靴のメ
ンテナンスは大切です。
　永く履いて頂くように、修理に関しては以前から可能な限
り細かい部分までお勧めしていましたが、特に現在お願いし
ている職人さんは、お一人お一人のためにカスタマイズした
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足と靴の相談室エルデ

〒161-0031
東京都新宿区西落合3-20-9
Tel.&Fax. 03-3954-3636
URL：http://www.erde.jp
E-mail：office@erde.jp

靴は傷んでいませんか ?

エルデの靴の意義を良く理解して下さり、それはそれは丁寧
に修理して下さいますので、私たちも安心して修理をお受け
できるようになりました。
　6ヵ月チェックの折に、ご持参下さい。
　また、ご来店頂くのがご無理な場合は、送付による修理の
ご注文も承っております。

紐やベルクロの傷み
内張りの破れ

はき口のほつれ、革の破れ

色落ち

踵の摩耗

底全体の摩耗、傷み接着のはがれ

ミシンのほつれ

中敷の汚れ、傷み

修理代金(税別)

◎ 踵部分の補修　　　　　　　　　
◎ 本底交換・張り替え　　　　　　  
◎ 内張りの補修　　　　　　　　　 
◎ ミシンかけ　　　　　　　　　　 
◎ 接着　　　　　　　　　　　　   
◎ マジックテープ張り替え　　　　  
◎ 色落ち染め直し　　　　　　　　
◎ 中敷張り替え　　　　　　　　　

　その他ご相談下さい。
　代金は、靴により、また傷み具合により異なるこ
　とがあります。

¥ 3,000～
¥ 9,000～
¥ 1,000～
¥    500～
¥    500～
¥    900～
¥ 7,500～
¥ 2,000～

　革靴は濡れたまま放置していると、革が硬くなり、カビの原因
になります。
　また、濡れたまま翌日履くと、形崩れの原因になります。
　革靴は、2～3足を交代で履くようにしましょう。

雨に濡れたら・・・
　乾いたボロ布でなるべく早く水気を拭き取り、新聞紙などを詰
めて、靴の中の水分を吸い取る。
　形崩れしないようにシューズキーパーを入れ、風通しの良い所
で直射日光を避けて充分に乾かす。

完全に乾いたらお手入れを・・・
　ホコリ落とし用ブラシでホコリを払い、汚れ落としクリーナーで
汚れを取リ、靴クリームを少量、まんべんなく擦り込む。
　ツヤ出しブラシでブラッシングし、柔らかい布で磨き上げる。
　(タピールのクリームには、汚れを落とす成分が入っているので、
　 クリーナーは不要です。)

　エルデでは、天然の原料のみを使用したドイツ・タピール社の
シューケア用品をご紹介しています。
　詳しくは、お問い合わせ下さい。

雨のシーズン、 靴のお手入れが大切です


